




























の数年間には毎年 60 万人台で推移していた観光客数が、2001 年には 140 万人
を超え、2008 年には 180 万人に到達している 6）。2007 年 7 月に登録された石









ければならない。今日、日本国内には合計 16 件（文化遺産 12 件、自然遺産 4 件）
の「世界遺産」があり8）、暫定リストには 13 件がある（2013 年 1月現在）。そして、
この日本の暫定リスト入りを目指す、全国各地の世界遺産運動は 2004 年の段



































約を批准したのは 20 年後の 1992 年であり、125 番目の締約国（2012 年 5 月末












































































































































































































































極めた伊勢神宮であった。1718 年の伊勢山田奉行の幕府への報告には 1718 年
1 月から 4 月 15 日の間までに 42 万 7,500 人の参宮者がいたと記されている 71）。
同年、約 60 万人が旅していたと推定され、江戸時代の人口から年間、約 20 人































めの「講」が数十存在し、一講にて多くは 100 名から少なくても 50 名の登録
制になっている。一講には世話人がおり、毎年 6 月前に一講につき 6、7 人か



































































が、1966 年に 20 万人を超え、第一次海外旅行ブームが起こる 91）。




ける 1974 年まで、1971 年（44.9％）、1972 年（44.8％）、1973 年（64.4％）と
驚異的な伸び率を示す 93）。
　1985 年のプラザ合意を受けて円高が進み、1990 年には海外旅行者数が 1,000
万人を超え、第三次海外旅行ブームとなる。以降、旅行者数は 1995 年には 1,500
万人、2005 年には 1,700 万人に至り、年間に 10 人の 1 人以上の国民が海外に
出かけている（1,700 万のうち純粋に観光目的は 67.1％）94）。2005 年末にお

























































に賛成している 107）。世代的にも偏りがなく、調査対象の 20 代から 40 代まで































































の 12％との差を更に広げ 114）、1987 年の同調査では「その土地の風物、自然の
美しさ、史跡などを見る」を一番目にしたいと挙げた割合は 58.7％であり、二
番目にしたいと答えた 12.7％を加えると合計 71.4％となり 115）、日本人の海外
旅行の決定的な理由となっている。
　海外旅行が 1970 年代、80 年代に大衆化すると共に海外の「都市の風物、自
然の美しさ、史跡」を見たいという声が大きくなるのは、団体旅行という形で
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<ABSTRACT>
The Form of Acceptance of
the UNESCO World Heritage in Japan
YASUI Hiroshi
Since the late 1990s, there has been a “UNESCO (United Nations 
Educational, Scientific and Cultural Organization) World Heritage boom” 
among the Japanese who have been eager to make sightseeing visits to these 
sites. My hypothesis is that the high regard for UNESCO World Heritage sites 
is an expression of the United Nations Centrism that exists in Japan and that 
it is a form of “authoritarianism”, the traditional Japanese respect to authority. 
Based on the above hypothesis, the question is how the World Heritage 
become an “authority” for the Japanese. According to researchers such as 
the Sociologist Kinya Abe, “authoritarianism” is established not through 
individuals but within Japan’s community-like society “seken”, a collective 
identity ranging from the villages as the smallest unit to the country. “Seken” 
was widened during the Edo period (from 17th to 19th centuries) by the 
country’s first travel boom in which visits to traditional homage sites such as 
Mt Fuji and the Ise shrine became popular amongst the masses. “Seken” has 
continued to expand as modernization progressed through the introduction 
of external values, ultimately pointing out to a possibility of emergence of 
a larger “seken” beyond the State as a social norm. The article illustrates 
the process of how “seken” recognized the UNESCO World Heritage as an 
authority through its expansion under the third overseas travel boom from 
around 1985. 
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